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会社概要


 

商
 

号
 

伸和コントロールズ株式会社


 

創
 

業
 

1962年6月21日
 （伸和工業株式会社として発足）


 

設
 

立
 

1967年12月15日


 

資
 

本
 

金
 

5,000万円


 

事業内容
 

精密液体温調装置、精密温湿度制御装置、
 電磁弁の設計、開発、製造、販売


 

従
 

業
 

員
 

281名（2012年7月31日現在）
 グループ全体で305名


 

グループ会社
 

伸和テクノス株式会社、
 台湾伸和控制工業股份有限公司



川崎本社: 神奈川県川崎市麻生区
九州事業所: 長崎県大村市
長野事業所: 長野県伊那市
熊本事業所: 熊本県球磨郡山江村
大阪営業所:

 
大阪府大阪市

会社概要

国内の事業拠点



気体（空気）や液体（水・化学物質等流体）を高精度に制御する装置の開発

会社概要

電磁弁
モーターバルブ

精密空調装置

精密温調装置

 （チラー）

当社の製品



精密空調･液調装置

半導体やＦＰＤの製造プロセスにおいて必
 要な、温度管理、湿度管理を行う装置。

会社概要



プロジェクトの目的

• 顧客のニーズと開発項目との整合性がうま
 く取れているのか不安があった。

• 課題解決に対して発想の範囲が狭かった。

この現状を打破するためにQFDとTRIZを活用して顧
 客のニーズを満足させる革新的製品を開発する。



プロジェクトの目的

目標：「御用聞き」ビジネスからの脱却

1.ＱＦＤ：顧客の声を聴く
2.ＴＲＩＺ：革新的な発想を得る
3.開発実施→製品化

アイデア社の
コンサルティング



プロジェクトの概要

１．伸和コントロールズの開発プロセス全体を効率
 化する。

 
－ＱＦＤとＴＲＩＺを導入する

２．九州事業所の主力製品である「空調装置」の問
 題を実際に解決する。

３．今回の研修内容を全社に展開する。

４．外部講師の知識経験を活用する。

方 針



プロジェクトの概要

　

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

①TRIZ導入啓蒙講演　3Hr 　

　(ｷｯｸｵﾌ、必要性の認知) 　
　：受講者数  
　
②QFD基礎教育1日間  
　(3日ｺﾝｻﾙを前提とした基礎教育)  
　：受講者数

③QFD課題抽出テーマ選定
　(有用な効果を狙ったﾃｰﾏ検討)
　：受講者数
　
④TRIZ基礎教育2日間
　(7日ｺﾝｻﾙを前提とした基礎教育)  
　：受講者数

⑤TRIZ実務ﾃｰﾏ解決ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ7日間 　
　(実ﾃｰﾏ解決取り組み) 　
　：テーマ数

　
⑥設計
　(構想設計、詳細設計<ﾊﾞﾗｼ含む>)  

⑦組立・検証・出荷 　
　

２０１０年
実施Step

２０１１年

プロセスと開発計画



ＱＦＤ：全体フロー

第１日
 ①顧客要求の原資情報の収集

 ②要求品質への整理

第２日
 ①要求品質展開表の作成

 ②品質企画部の検討
 ③品質特性の抽出、展開表の作成

第３日
 ①要求品質-品質特性の二元表作成

 ②品質設計部の検討
 ③技術課題の選定（確認）

 ④ＴＲＩＺ適用に関する確認

プロジェクトの概要



品質特性 　品質企画

1 2 1 2 3 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 競合製品比較
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流量制御ができる 流量調整可能範囲が広い b C6 D7

流量の制御精度が高い b C5 D8
あるチャンネル流量が、他チャンネルの流量変化
の影響を受けない com a C7

温度制御ができる 温度の制御精度が高い b D1 S1 ○

冷却能力が優れている 冷却能力の範囲が広い b

風量範囲 低風量を供給出来る b

大風量を供給出来る b

使用する風量に幅があ低～大風量まで供給出来る ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ att a D1 S1 ◎

起動時間が短い b S3

待ち時間が短い b S3

ﾕｰｽ制御 離れた場所・ポイントの制御が出来る com a C1 D12

応答性が速い b D3 ○
変動を減衰出来る
周囲の外乱に強い（温度・湿度） b D3 ○

信頼性 吐出するダクト間のエアが均一 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ com a S3 ◎

軽微な異常で止まらない b C3 D3 ○

有機・酸系の成分を発生させない b C1 D1 

冷媒ガスが漏れない com a C3 D2 S2

緑錆が発生しない a C3 D2 S2 ○

省フットプリント ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ att a S5 ◎

設置の際、工具が不要 b
配管の接続が容易である b
ダクトの接続が容易 c C3
配線の接続が容易 c C3 D4
風量の調整が容易 b C3 D5
冷却水配管が無い装置 c
用力に純水を使わない att c S7

重    要    度
　　　　　○：新製品の目標

競合製品比較 　　　　□：現在の製品
目標設定 　　　　△：競合Ａ社

　　　　×：競合Ｂ社
目標値 1/2

新技術・新構造
重点項目 重点保証項目（ボトルネック技術）

過去の重大クレーム項目

制御ができる
（基本性能）

起動時間／安定時間

環境の変動に追従で
きる

使いやすい
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×：競合Ｂ社

3 3.5 4
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△□○ボトルネック⇨フットプリントが大きい！
⇨開発目標値：フットプリント１／２

ＱＦＤ：品質表

プロジェクトの概要



ＴＲＩＺの全体フロー
テーマ決定

アイデアの整理/分類

商品コンセプトの選定

機能属性分析 原因‐結果分析

発明原理による

アイデア出し

進化のパターンによる

アイデア出し

知識DB、SFRから

アイデア出し

サブシステムごとのアイデア結合

主システムのコンセプト生成

最終システムコンセプトの絶対評価

問題の本質化
(根本原因の抽出)

TRIZによる

アイデア出

 
し

アイデアの
有効化

(選択と連結)

システムの
絶対評価

根本原因抽出

工学的矛盾定義 究極の理想解の検討

アイデアの連想と成長／BS

ARIZ

プロジェクトの概要



ＴＲＩＺ
 

機能モデル

プロジェクトの概要



ＴＲＩＺ
 

原因結果分析

プロジェクトの概要



工学的矛盾からの展開例

根本原因１

配管が固いから冷凍機が大きくなる

工学的矛盾への展開

ＥＣ－１

かたい配管

冷媒

曲げR

柔らかい配管

冷媒

曲げR 

ＥＣ－２

工学的矛盾マトリクスの展開

改善する特性 悪化する特性

固い配管を使う
高圧に耐える
・・・・・・・・・・・・・

曲げRが大きい

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

発明原理

１０．先取り作用 ３５．パラメータ変更

４０．複合材料 ３４．排除、再生

大きくなる

大きくなる

高圧に耐える

高圧に耐える

プロジェクトの概要



アイデア検討風景

プロジェクトの概要



アイデア例

プロジェクトの概要



そんなある日・・・

現行機の

半分のサイズに

できないか？

某Ａ社の
担当者さんから

緊急の
引合いあり



最終製品の外観図

1350

2700フットプリント１／２！フットプリント１／２！

小型化

現行機

プロジェクトの成果



プロジェクトの成果

消費電力２／３消費電力２／３ 組立時間
 

15%削減組立時間
 

15%削減

動線の短縮

小型化による効果



ＱＦＤで学んだことＱＦＤで学んだこと
 顧客視点での考え
 方ができるように

 なった。

ＴＲＩＺで学んだことＴＲＩＺで学んだこと
 アイデアの引き出
 しが広まった。

プロジェクトの成果

今回の取組みによる付帯効果



参加者の感想

• 客先の要求事項をパラメータに置き換えると
 いう点が最も参考になりました。

• 開発の際、ゴール（目的）を明確にした上で
 進める意識が高まりました。

• １つアイデアを出したら終わり…という、
 もったいないことはしなくなりました。

• Goldfireを活用した、様々な知識や特許情報
 の調査を習慣化することで、技術者としての

 自分の能力を伸ばせることに気づきました。
• 不具合解析の場面でも、ＴＲＩＺ的な考えで

 アイデアを考えるようになりました。

プロジェクトの成果



今後の展開

電磁弁、モーターバルブの分野において、
 ＴＲＩＺを活用した２件の開発が進行中。

形状が大き

 くなる。

大流量・高耐圧

 を実現すると…

耐久性が
落ちる。

制御精度を
上げると…



謝辞

• 株式会社アイデア
 前古護

 
社長

 笠井肇
 

先生（ＱＦＤ）
 桑原正浩

 
先生（ＴＲＩＺ）

• いつもチャレンジングな課題を通して、
 当社の技術向上に導いて下さるお客様



伸和コントロールズ株式会社

ご清聴ありがとうございました。


	ＱＦＤとＴＲＩＺによる�小型空調機の開発
	本日の内容
	会社概要
	会社概要
	会社概要
	精密空調･液調装置
	プロジェクトの目的
	プロジェクトの目的
	プロジェクトの概要
	プロジェクトの概要
	ＱＦＤ：全体フロー
	プロジェクトの概要
	ＴＲＩＺの全体フロー
	ＴＲＩＺ　機能モデル
	ＴＲＩＺ 原因結果分析
	工学的矛盾からの展開例
	アイデア検討風景
	アイデア例
	そんなある日・・・
	最終製品の外観図
	プロジェクトの成果
	今回の取組みによる付帯効果
	参加者の感想
	今後の展開
	謝辞
	スライド番号 26

